
はじめに 出土繊維品は一般に劣化分解が進行している

ので現状確認や材質同定は容易ではない。漆は肉眼観察

でも確認できることが多いが、材質の残存状態は様々

で、数層以上塗り重ねられているため各層の状態まで詳

細に知ることは極めて困難である。文化財は理想的には

非破壊分析が望ましく、試料採取をする分析の場合もで

きるだけ採取量を少なくする必要がある。著者らは、繊

維品や漆製品の材質同定に試料採取量、試料の前処理の

簡便さなどから顕微赤外分析法を主に用いてきた。さら

に詳細な分析には高輝度光科学研究センター（SPring－８）

の放射光を光源とする顕微赤外分析装置（以後SR装置と略

称）を使用して研究を続けてきた。既に参考文献（２）に成

果を紹介しているが、従来から使用しているグローバ灯

を光源とする顕微赤外分析装置（以後G装置と略称）による

解析済データと比較検討することによりSR装置の長所

と短所を明らかにする。

繊維品 繊維品をFT－IRで測定した場合、そのスペクト

ル形状から動物性繊維、植物性繊維に大別できる。出土

する動物性繊維の多くは絹である。これらはアミド結合

の強い２本の吸収が現れる。しかし劣化の進行につれて

約１６５０�－１と１５５０�－１の吸収は次第に重畳して一つにな

る傾向がある。このスペクトルの変化は繊維同定を難し

くする要因となる。また青銅鏡のような金属製品に繊維

が付着したり、金属製品が周辺に埋没していたりする

と、金属イオンによる繊維の錯体化が起こることがあ

る。そのため、試料のスペクトルと標準繊維のスペクト

ルとでは大きく異なることがある。（図４５）

漆 文化財の場合、漆は単独で出土することは少なく、

何らかの物質に塗布もしくは浸透した状態で出土するこ

とが多い。そのため、漆椀であればその下地層と木部、

繊維品であれば繊維のスペクトルが影響を大きく受ける

ことがある。

SR装置の利点 文化財の材質同定においてSR装置の最

大の利点はその輝度（単位発光面積、放出角度あたりの

光強度）の高さにある。G装置のように、熱輻射光源のサ

イズが大きいと、光の反射する幅も広くなるため、極微

細な試料に対してはアパーチャーを設定し、光の照射面

積を制限する必要がある。このため光源強度が低下し、

結果的にスペクトルのS/N比も低下するため良好なスペ

クトルが得にくい。

これに対してSR装置はアパーチャーを設定する必要

がなく、数十�の極微細な試料のスペクトルに対しても

S/N比は高く、比較的良好なスペクトルが得られる。

この点は文化財の材質同定には非常に威力を発揮す

る。図４６にSR装置で測定した物質がスペクトルから漆と

繊維の複合物質であることがわかった例を示す。繊維の

同定が必要な場合には漆の多い箇所をできるだけ避け、

繊維の残存度が良い箇所を選択する必要がある。しかし

アパーチャーを５０�以上に設定する必要があるG装置で

はこのことは非常に難しく、何回も分析試料の調整を行

う必要がある。一方でSR装置の場合、１回の調整で作成

した分析試料の分析箇所を１０�ずつ移動しながら測定す

ることによって繊維の残存度が高い箇所を見つけること

が可能となる。

図４７にはG装置で測定では同定できなかった繊維物質

をSR装置で再測定した結果を示す。G装置では２９００、

２８００�－１の吸収ピークが明確に検出できないが、SR装置

では検出されている。この二つの吸収はパラフィンの炭

化水素に起因する漆に特徴的なピークである。この物質

は劣化が進行しており繊維同定まではできなかったが、

漆が付着している可能性を指摘することができた。

SR装置の問題点 G装置やSR装置でも文化財試料を測定

する場合はベースラインやスペクトルが不安定であるこ

とが多い。特にSR装置は、２３００�－１～１８００�－１－の領域

に異常が見られることもあり、スペクトルの再現性にや

や難点がある。この原因が装置に起因する問題なのかど

うかは現在検討中である。そのため良好なスペクトルを

得るのに時間を要することが多い。（図４８）

また文化財試料の試料調製が難しいこともベースライ

ンやスペクトルの不安定性の問題に関係している。文化

財試料は形状に凹凸が多いものが殆どなので、良好なス

ペクトルを得るためにダイヤモンドセルによりプレスし

て薄層にする。この時、光源光の干渉縞の生じないスペ

クトルが得られるよう調製しなければならない。

おわりに 文化財の材質同定という作業は、採取可能な

量が限定されているため、同定が非常に困難な場合が多

い。しかしその様な場合、試料調製法や分析方法、スペ

顕微赤外分析による出土
繊維や漆などの材質同定
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クトルの解析法を継続して来たことで、個々の試料の同

定に必要な作業が選択できる様になった。

G装置もSR装置も問題点は存在するが、今後も確実な

文化財の材質同定法を検討し続ける必要がある。

SPring－８での実験に関しては、次の一般研究課題番

号によりビームラインBL４３IRにおいて実施した。

研究課題２００６A１０３０「有機質遺物の構造に関する顕微

赤外分光法による研究」

研究課題２００６B１１０９「植物文化財の顕微赤外分析」

本研究に協力された奥山誠義氏（奈良県立橿原考古学研究

所）、赤田昌倫及び後藤卓真氏（京都工芸繊維大学）に厚く

感謝する。 （佐藤昌憲／客員研究員）
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図４６ 下池山古墳出土の漆と繊維の複合物質
漆�，�と絹�，�の様に、それぞれ同一の物質であっても、分
析する箇所によって漆に近いスペクトルと絹に近いスペクトル
が測定されることがある。

図４７ G装置とSR装置の違い
G装置では不明瞭な２９００，２８００�－１のピークが、SR装置で測定す
ると明確になった。

図４５ 下池山古墳出土繊維
出土した銅錯体化した絹（１）と出土した劣化絹（２）は現代の標
準絹（３）とスペクトルが大きく異なることがわかる。

図４８ SR装置による標準絹のスペクトル
標準絹の同一箇所を４回繰返し測定したもの。
ベースラインとピークに再現性のない異常がみられた。特に２４００
－１９００�－１の領域のベースラインはダイヤモンドセルの吸収が正
常に消去できていない可能性がある。
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